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【第２１７３回例会週報】

全員クラブ協議会
卓話

国際奉仕委員会

点 鐘 波多野 晃夫 副会長 会務報告 波多野 晃夫 副会長

〇日本のロータリー100周年委員会設立意見書
及びアンケートが届いています。
・アンケート〆切 5月19日（WEB入力）

〇「第2回職業奉仕研究会」での講師 黒田正宏
様使用の資料が届いています。

〇「地区研修協議会」ホスト東京お茶の水ＲＣ
より礼状が届いています。

〇ハイライトよねやま205号が届いています。

〇第27回日本ロータリー親睦ゴルフ北海道大
会のご案内
・2017年6月23日（金）
・札幌国際カントリークラブ 島松コース

〇ホームだより「いなだいら」を頂きました。

〇商工会より総代会の案内を頂いています。
・5月24日（水）午後4時～

〇小林和男様よりメールを頂きました。
「女性のパワー」

〇「桜まつり」実行委員会
より事業報告並びにお疲
れ様会の案内
・5月8日（月）18:30～
平成の間

幹事報告 嶋田 哲男 幹事

司会 佐藤 貢 会場運営委員長

〇ロータリーレート5月
1ドル110円（現行116円）

〇例会場臨時変更
・東京東江戸川ＲＣ（2017/7/11～9/5迄）
・「今堂」2階
江戸川区西小岩1-19-35

斉 唱

来客紹介

〇鈴木 龍雄 様（東京新都心ＲＣ）

〇竹田 光明 様（東京東大和ＲＣ）

〇荒井 孝育 様（5月入会予定）

〇草薙 直基 様（卓話講師・広報）

〇高増 宏一 様（ 〃 アシスタント）

それでこそロータリー
ソングリーダー
志々田 陽介 会員

出席報告

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

33名 22名 83.33% な し

〇事前メーキャップ
内野 均 会員（米山カウンセラー会議）
比留間 孝司 会員（ 〃 ）
比留間 一義 会員（若手の会）

〇出席免除会員
比留間 市郎 会員 波多野 稔 会員
宮崎 恒夫 会員



◇ 創 立 1972年7月8日 ◇ 承 認 1972年7月20日 ◇ス ポ ンサ ー クラ ブ 東京立川ロータリークラブ
◎ 会 長 内野 均 ◎ 幹 事 嶋田 哲男 ○ 副会長 波多野晃夫 ○副幹事 新海 正人
□クラブ会報委員長 志々田 陽介 副委員長 原田 友義 委 員 小澤 秀人 薄井 政光 堀田 弘一郎 篠原 幸宏

☆鈴木龍雄様（東京新都心ＲＣ）一度は訪問したいと思っ

ていた武蔵村山ロータリーにメイキャップで参加できて
感激です。今日はよろしくお願い致します。

☆竹田光明様（東京東大和ＲＣ）10年ぶりにメイクアップ
にきました。宜しくお願い致します。

☆波多野晃夫副会長・嶋田哲男幹事⇒草薙直基様興味深い
タイトルの卓話宜しくお願いします。楽しみにしていま
す。荒井孝育様ようこそロータリーへ！

☆田中伸彦会員⇒荒井ちゃん、ようこそロータリーへ！！
これから楽しくやりましょう！！

竹田さん、鈴木さんようこそいらっしゃいました。
☆藤野豊会員⇒鈴木龍雄さん、竹田光明さんようこそいらっ

しゃいました。

◆ 今回計 １６,０００円 累 計 １,２０２,０００円

ニコニコＢＯＸ （田中伸彦親睦委員長）

■自己紹介
私が立川出身なので、武蔵村山で講演でき光
栄です。
ＲＣだけでも年間5、60回講演しているのでロー
タリーソングが口ずさめるほどです。
女児の性被害の問題なので、なかなかメディ
アに取り上げられにくい話題を年間120回ほど
の講演を通じ広めていくのが仕事です。

■きっかけ
（スライドの）写真の左から2番目が大学2年
の私で、一番左が友人でベトナムからの留学
生です。彼はベトナムでもトップクラスの大
金持ちの子息でホテルと見間違う5階建ての自
宅に泊めてもらいましたが、道の反対側はテ
ントのような家が並ぶスラム街でした。そこ
の住人は生まれながらの貧困で、このアンフェ
アをなんとかしたいと思ったのが、この活動
を始めるきっかけになりました。

■活動内容
2003年のカンボジアの売春宿の映像に出てく
る5歳と9歳の女児はペドファイル＝児童性愛
者向けビジネスの被害者です。もともとはベ
トナムの女児で、両親は農業に従事。カンボ
ジアのカフェに出稼ぎに行くと騙されて連れ
て来られ、毎日“too many”の客の相手をさ
せられていたそうです。
被害女児は年間180万人とも言われ、それは正
に毎分3～4人は被害に遭っている計算です。
心身を傷つける問題なので救済が急務です。
被害者達は暴行により抵抗しなくなりますが、
運よく救出後もトラウマで自殺したり、感染
症により死亡するケースが後を絶ちません。
私ども20名にも満たないスタッフは、貧困ゆ
えの人身売買というビジネスモデルの根絶の
ため次のことを目指して活動しています。

① 出稼ぎに行く必要がない環境

② 売春宿のオーナーや客に好き放題させない
活動は2002年にまずカンボジアでスタートし
ました。

①の環境づくりのためのコミュニティーファ
クトリーを経営し、母親と被害者になりやす
い10代後半の女性を雇用して、い草の雑貨な
どを作らせ家庭の収入増を図るとともに英語
やクメール語などの教育の提供もしています。

卓 話

ＮＰＯ法人かものはしプロジェクト
草薙 直基 様（広 報）

高増 宏一 様（アシスタント）

②の実現のためには法施行の整備を進めてい
ます。
カンボジアではポルポト派により知識層が大
量虐殺されたことは、よく知られていますが1
990年まで内戦が続いたため国費のほとんどが
軍事費に充てられ、警察がまったく育ちませ
んでした。
法律を知らないため善悪が判断できず、逮捕
の仕方もわからない警察には犯罪者を捕まえ
ることができないため、非人道的ビジネスが
横行していました。
私たちは内務省に交渉し、日本の警察を現地
に招き、実技のロールプレイングと研修資金
提供により警察の能力向上に努めました。
その結果2001年～2010年の10年間で、性犯
罪者の逮捕数が右肩上がりになったことに加
え、それが抑止力となって売春宿の廃業と新
規ビジネスの減少、それに伴う被害者の減少
に結びつきました。
カンボジアで効果が表れたため、私たちは201
2年に次のターゲットとしてインドを選択しま
した。その理由はインドではもともとの女性
蔑視に加え、被害者とはいえ性産業に従事し
ていた女性を迫害する文化があり、被害者の
社会復帰が非常に困難だからです。
トラフィッカー（女性を誘拐して売春業者に
売り渡す犯罪者）の有罪判決率も著しく低い
ため、2012年から現地ＮＧＯと協同して有罪
判決率向上の活動を行っています。
これらの活動は私たちのＨＰでも紹介してい
るので、ぜひご覧下さい。
サポーター会員の会費は月1,000円で現在5,01
1人が登録しています。
インドで成果を一つ挙げるためには6,000人の
サポーターが必要との試算があるため、講演
会の場をご紹介いただくなど、ぜひ応援して
いただきたいです。

「子どもが売られない世界をつくる」


